
341 SPring-8 Information／Vol.6 No.5  SEPTEMBER  2001

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

(財)高輝度光科学研究センターでは、SPring-8の共

用ビームラインを利用して行う研究課題を募集して

います。以下の要領でご応募下さい。なお、別途特

定利用課題も募集しております。締切日、申請書類

等をホームページで案内しています。

1．平成14年前期（2002A）利用期間
平成14年2月14日～平成14年6月の予定

2．募集の締め切り
平成13年10月27日（土）消印有効

持参および時間指定宅配便は10月29日（月）午前

10時利用業務部到着分まで受理。

申請書の受理通知は11月5日（月）までに電子メー

ルで行います。

3．募集の対象となるビームライン
募集の対象となるビームラインを表1に示します。

このうち200 2Aから新たに募集を開始する

BL13XU（表面界面構造解析ビームライン）は立

ち上げに資する課題を優先します。

4．提供するビームタイム（平成14年度の予算によ
り変更される可能性があります）
・共用ビームライン（表1参照）：200シフト程度

ただし、BL28B2は一部工事のため供給でき

るのは150シフト程度の見込みです。

・R&Dビームライン（共用ビームラインBL38B1,

BL46XU, BL47XU）：80シフト程度

・原研ビームライン（ B L 1 1 X U ,  B L 1 4 B 1,

BL23SU）：50シフト程度

なお、原研が行っている研究については原研

に問い合わせてください。

・理研ビームライン（BL44B2, BL45XU）：50シ
フト程度

なお、理研が行っている研究については理研

に問い合わせてください。

BL29XU（理研　物理科学Ⅰ：長尺BL）は

募集を計画中です。利用については理研の担当

者と内容等を相談してください。

5．2002Aのセベラルバンチ運転モード
（申請書の12-2参照）
2002Aより、SPring-8のセベラルバンチ運転はモ

ードを各期５種類に限定することにしました。詳

細はホームページをご覧ください。2002Aに行う

運転モードは以下のとおりです。

Aモード：203bunches（蓄積リング全周において

等間隔に203個のバンチに電子が入って

いる。1日2回入射）

Bモード：4-bunch train×84（連続4バンチのかた

まりが、全周において等間隔に84ある。

1日1回入射）

Cモード：11-bunch train×29（連続11バンチのか

たまりが、全周において等間隔に29ある。

1日1回入射）
＊Dモード：1/12-filling +10 bunches（全周を12等分

し、1/12には連続して85mA相当の電子

が入り、残りの部分は等間隔10カ所に各

1.5mA相当のバンチがある。1日2回入射）
＊Eモード：10/84-filling +73 bunches（全周を84等分

し、10/84は連続して約64mA 相当の電

子が入り、残りの部分に等間隔に73バン

チ合計約36mA相当の電子がはいってい

る。1日2回入射）

＊上記のDおよびEモードはA期（2002A, 2003A,

…）のみ運転します。B期（2002B, 2003B,…）

のDおよびEモードはそれぞれ1/21- f i l l ing

+18bunchesおよび6/42-filling+35bunchesの

予定です。

6．応募方法
［1］成果非専有課題

SPring-8利用研究課題申請書（成果非専有用）

を記入要領に従い作成し、正本1部、副本15部

を項目9の提出先までお送り下さい。副本の作
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成は項目8に示す。

［2］成果専有課題

SPring-8利用研究課題申請書（成果専有用）を

記入要領に従い作成し正本1部、副本5部を項目

9の提出先までお送り下さい。副本の作成は項

目8に示す。

成果専有課題を申請される場合は、別途料金

支払い等に関する契約を結んでいただく必要が

ありますので、利用業務部にお問い合わせ下さい。

7．申請書
成果非専有用、成果専有用の申請書の別があり、

各申請書は蛋白質結晶構造解析用申請書とそれ

以外（散乱・回折、XAFS、分光、実験技術）

用があります。2002Aより様式が一部変更にな

りました。以下の、SPring-8のＷＷＷホームペ

ージにPDF形式ファイルと一部Wordで供給し

ています。また、成果非専有課題の申請書は本誌

の349ページからのコピーも利用いただけます。

［利用研究課題募集案内のホームページアドレス］

http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/user_info/（日本語）

http://www.spring8.or.jp/ENGLISH/user_info/（英語）

8．副本について
作成された申請書A4版の原本（正本）の1，2

頁を表面に、また3，4頁を裏面としてA4版1枚

に左綴じで読めるようにした縮小両面コピー。

（蛋白質結晶構造解析の課題で原本が5枚になっ

た場合は5頁目を同様に縮小コピーし副本の2枚

目として下さい。）

9．申請書提出・問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1

(財)高輝度光科学研究センター　利用業務部

「共用ビームライン利用研究課題募集係」

平野有紀、坂尻佐和子、牧田知子

TEL：0791-58-0961 FAX：0791-58-0965

e-mail：sp8jasri@spring8.or.jp

成果専有課題を郵送される場合は封筒に「専有」

と朱書して下さい。

10．申請書作成上のお願い
［1］審査希望分野について

分野の区分を細分化しました。

磁気XAFSはS2（蛍光Ｘ線、XMCD）に申請

してください。

なお、BL04B2を希望される場合は「6．希望ビ

ームラインと優先順位」の項目に希望ステーシ

ョン名も必ずご記入下さい。

［2］課題の種類（新規／継続）について

SPring-8の課題は6カ月の間に実行できる範囲

の具体的な内容で申請してください。SPring-8

の継続課題は、前回申請した課題が、なんらか

の理由により終了しなかった時に申請していた

だくものです。研究そのものが何年も続いてい

くことと、SPring-8の継続課題とは別に考えて

ください。前回採択された課題のビームタイム

を終了されて、研究が続く場合は新規課題の申

請を行ってください。

［3］実験責任者について

実験の実施全体に対してSPring-8の現場で責任

をもつ人が実験責任者となってください。

［4］特殊な運転モード、フィリングについて

2002Aから、特殊な運転モードの希望（マルチ

バンチを含む）は申請書の特記事項および12-2．

セベラルバンチ運転メニューから選んでいただ

くことになりました。2002Aに運転を予定して

いるセベラルバンチモードは前頁項目5に示し

てあります。

11．審査について
［1］成果非専有課題：科学技術的妥当性、研究手段

としてのSPring-8の必要性、実験の実施可能性、

実験の安全性について総合的かつ専門的に審査

を行う。

［2］成果専有課題：実験の実施可能性、実験の安全

性のみ審査する。

12．審査結果の通知
平成13年12月下旬の予定

なお、採択の通知を受けた申請者（実験責任者）

は2週間以内に利用研究課題実行者名簿をイン

ターネットで登録していただくことになりま

す。また、そのときに新規のユーザーはユーザ

ー登録が必要になります。

13．ビーム使用料
成果非専有課題（成果を公開された場合＊））：無料

成果専有課題：

通常利用　 ：472,000円／1シフト（8時間）

時期指定利用：708,000円（ビーム使用料+

割増料金）／1シフト（8時間）
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＊）課題終了後60日以内に利用報告書を提出してい

ただくことで、成果が公開されたとみなします。

14．旅費支援について
平成14年度の予算によっては、旅費支給方法が

変更される可能性があります。予め御了承願い

ます。

15．次回（2002B）の応募締切
次回利用期間（平成14年9月～平成15年1月　た

だし2～3週間程度の冬期長期運転停止期間あ

り）分の募集は平成14年5月に締め切る予定です。

表1 募集の対象となるビームライン

■共用ビームライン（R&Dビームライン［BL38B1, BL46XU, BL47XU］以外）：200シフト程度を利用できます。

なお、BL13XUは今回2002Aから募集を開始します。

 No. 　　ビ ー ム ラ イ ン 名 　　　　　　研　　　究　　　分　　　野 

検出器，回折計，試料周辺機器，光源（試料位置でのエネルギー範囲等）   

 1 BL01B1：XAFS Ｘ線吸収微細構造 

Lytle-type検出器，単素子SSD，19素子SSD，転換電子収量検出器，イオンチャンバー，

電気炉，マッフル炉，クライオスタット（10-300K），θ-2θステージ，

偏向電磁石（3.8-117keV）   

 2 BL02B1：結晶構造解析 結晶構造解析，散漫散乱，粉末結晶回折 

七軸回折計，ワイセンベルグカメラ，微小結晶用真空カメラ，クライオスタット（10-300K），

電気炉（300-1,000K），ダイヤモンドアンビル高圧装置（温度可変10-300K），

偏向電磁石（5-90keV）   

 3 BL02B2：粉末結晶構造解析 精密構造物性 

湾曲型イメージングプレート搭載大型デバイシェラーカメラ，クライオスタット（20-300K），

窒素ガス吹付け型低温装置（90-300K），窒素ガス吹付け型高温装置（300-1000K），

偏向電磁石（10-38keV）   

 4 BL04B1：高温構造物性 高圧地球科学 

2段式高温高圧装置（油圧1500トン, 30GPa, 2000K），エネルギー分散型粉末X線回折計，

Ge半導体検出器，

偏向電磁石（白色10-150keV）   

 5 BL04B2：高エネルギーＸ線回折
 高圧物性研究，高温高圧ガス小角散乱，融体・無定形物質 

   散乱，精密構造解析

ランダム系ステーション［二軸回折計, Ge半導体検出器, 電気炉］，

高圧ステーション［ダイヤモンドアンビルセル用回折計, イメージングプレート, 

　　　　　　　　　ルビー蛍光測圧装置(オフライン）］，

小角散乱ステーション［高温高圧ガス加圧型測定装置,イメージングプレート（高圧ステーションと併用）］

ワイセンベルグカメラステーション［ワイセンベルグカメラ, 液体窒素冷却装置］，

偏向電磁石（モノクロメータ37.8, 61.7keV, 集光光学系あり）   

 6 BL08W：高エネルギー非弾性散乱
 磁気コンプトン散乱，高分解能コンプトン散乱，

   高エネルギー蛍光Ｘ線分析

Ge半導体検出器（多素子，セグメント），分光結晶型検出器，

超伝導磁石（±3T），クライオスタット（10-300K），

楕円偏光ウイグラー（100-120keV,　300keV）

 7 BL09XU：核共鳴散乱 メスバウアー散乱，非弾性散乱，精密Ｘ線回折

APD検出器，NaI検出器，PIN検出器，二軸ゴニオメータ，高分解能ゴニオメータ，

クライオスタット（3.8-500K），精密架台，

真空封止アンジュレータ（9-80keV）     
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 8 BL10XU：高圧構造物性 超高圧構造物性，高輝度XAFS  

超高圧ダイヤモンドアンビル装置（300GPa），高圧用クライオスタット（10-300K），

高温加熱システム（3,000K），イオンチャンバー，XAFS用クライオスタット（15-300K），

Ge100素子検出器（開発中），

真空封止アンジュレータ（15-35keV；高圧ステーション, 6-35keV；XAFSステーション） 

 9 BL13XU：表面界面構造解析 表面・界面構造解析  

Ge半導体検出器，Na（I）検出器，PIN検出器，イオンチャンバー，

多軸回折計，超高真空チャンバー用多軸回折計，超高真空MBEチャンバー，

真空封止アンジュレータ（6-90 keV） 

 10 BL20XU：医学・イメージングⅡ イメージング技術  

汎用精密回折計，イオンチャンバー，シンチレーションカウンタ，Ge－SSD，高分解能画像検出器，

真空封止アンジュレータ（8-37.7keV, 周期長26ｍｍ, 最大K値2.0, 標準二結晶モノクロメータ,

Si111, 液体窒素冷却）     

 
11 BL20B2：医学・イメージングⅠ

 アンジオグラフィー，トモグラフィー，屈折イメージング 

   トポグラフィー

中尺ビームライン（215m）

大ビームサイズ（最大値300mm（H）×15mm（V）at 200m ; 医学利用棟, 

60mm（H）×  5mm（V）　　　　; 実験ホールハッチ）

偏向電磁石（6-80keV）

 12 BL25SU：軟Ｘ線固体分光　 高分解能光電子分光，光電子回折・ホログラフィー，磁気円二色性

光電子分光装置，磁気円二色性測定装置，二次元球形エネルギー分析器，

ヘリカルアンジュレータ（0.5-1.5keV, エネルギー分解能E/△E＞10,000）   

 13 BL27SU：軟Ｘ線光化学
 高分解能分子分光，光イオン化機構，内殻励起機構，

   薄膜創製，機能材料の微細加工，反応機構解析 

軟X線光化学実験装置（リフレクトロン型TOF質量分析装置, 気相用光電子分光装置），

軟Ｘ線CVD実験装置，

8の字アンジュレータ（0.3（0.15）-2.7keV, エネルギー分解能E/△E＞10,000）

 14 BL28B2：白色Ｘ線回折 白色Ｘ線トポグラフィー，高温物性研究

各種検出器付き回折計，赤外加熱システム（1,800K），

高温高圧ガス加圧型測定装置（2,000kg/cm2, 1,650K），Ge半導体検出器（BL04B1 と共用），

偏向電磁石（白色　3keV～）

 15 BL35XU：高分解能非弾性散乱 Ｘ線非弾性散乱（IXS），核共鳴散乱（NRS）

Various APDs for NRS, Cooled Si Diodes for IXS, Ionization Chambers, NaI(Tl)Scintillation detector,

X-ray CCD camera for alignment, Eurlerien cradle (Huber512.1) for IXS, 

Closed cycle He cryostat (̃10-300K), LN2 cryostat (̃80-300K), Furnace (̃300-1000K)

4-Circle diffractometer (Huber512) for NRS

Standard SPring-8 In Vacuum Undulator（6-75keV）

 16 BL39XU：磁性材料 磁気散乱，磁気円二色性，微小領域元素分析，極微量分析

磁気散乱用回折計（試料用2軸 + 偏光解析用4軸），

常伝導マグネット（2 T），ヘリウム循環型クライオスタット（20-300 K），

超伝導マグネット（10 T） + クライオスタット （1.7-300 K），

微小領域蛍光X線分析装置，斜入射（全反射） 蛍光X線分析装置，真空封止アンジュレータ（5-37keV）

 17 BL40XU：高フラックス 各種時分割実験，時分割小角散乱など

高フラックス（試料位置で0.2mm2内に1015光子/秒），

エネルギー分解能（約2%, 結晶単色器なし, 収束鏡あり），

ヘリカルアンジュレータ（8-17keV）
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 18 BL40B2：構造生物学Ⅱ 生体高分子結晶構造解析，汎用小角散乱

生体高分子結晶構造解析装置（イメージングプレートおよびCCD検出器），

汎用小角散乱装置（イメージングプレートおよびCCD検出器），多波長異常回折法用XAFSシステム，

構造解析用ワークステーション，液体窒素冷却装置（85-375K），

極低温ヘリウム吹付極低温冷却装置（35-300K），

偏向電磁石（7-18keV）

 19 BL41XU：構造生物学Ⅰ 生体高分子結晶構造解析

生体高分子結晶構造解析装置（イメージングプレートおよびCCD検出器），

多波長異常回折法用XAFSシステム，構造解析用ワークステーション，液体窒素冷却装置（85-375K），

真空封止アンジュレータ（6-38keV）

 20  BL43IR：赤外物性 顕微分光，表面科学，吸収・反射分光，磁気光学

顕微分光装置（マッピングステージ，フロー式クライオスタット，低温DAC，高温DAC），

表面科学実験装置（IRAS, HREELS, LEED）

吸収反射分光装置（放射光同期ピコ秒レーザシステム）

磁気光学顕微分光装置（14Ｔ超電導電磁石）

 21 BL38B1：R&D（3） Ｘ線吸収微細構造, 生体高分子結晶構造解析

Lytle-type検出器，単素子SSD，イオンチャンバー，クライオスタット（10-300K），

生体高分子結晶構造解析装置（CCD検出器），液体窒素冷却装置（85-375K），

偏向電磁石（3.8-117keV）

 22 BL46XU：R&D（2） 磁気回折など      

多軸回折計，

真空封止ハイブリッドアンジュレータ（12-24keV,１次光で供給可能）

 23 BL47XU：R&D（1） 光学系開発など 

精密架台など

真空封止アンジュレータ（6-54keV，液体窒素冷却結晶単色器あり）   

 24 BL11XU：原研　材料科学II 高圧物性研究、核共鳴散乱ステーションを共同利用に提供

超高圧発生プレス，精密ゴニオメータ，

真空封止アンジュレータ（7-70keV）

 25 BL14B1：原研　材料科学Ⅰ 高圧物性研究，表面・界面科学，結晶構造研究 

超高圧発生プレス，κ型多軸回折計， 

偏向電磁石（単色；5-90keV／白色；5-150keV）

 26 BL23SU：原研　重元素科学 軟Ｘ線分光，表面化学，放射線生物 

光電子分光装置，磁気円二色性装置，ＥＳＲ装置，表面化学反応分析装置，

可変偏光アンジュレータ（0.5-1.5keV）

 27 BL44B2：理研　構造生物学Ⅱ  時分割ラウエ結晶回折，結晶構造解析，XAFS

XAFSステーション（クライオスタット10-350K），

結晶構造解析装置（CCD検出器, クライオスタット80-375K），

構造解析用ワークステーション，パルスNd:YAGレーザ，Dyeレーザ

偏向電磁石（白色　6-30keV ）    

 28 BL45XU：理研　構造生物学Ⅰ   （小角散乱ステーションのみ共同利用に提供）

イメージングプレート，イメージインテンシファイヤー型CCD検出器，

高分解能小角散乱装置，

真空封止型垂直アンジュレータ（12.4keV）

■共用ビームライン（R&Dビームライン）：80シフト程度を利用できます。

■原研／理研ビームライン：50シフト程度を利用できます。但し成果非専有課題（成果公開）のみ。
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－2002A改訂部分－

（1）1．提案の種類に「留保R」を追加した。

（2）4．審査希望分野を細分化した。

（3）特記事項と12-2セベラルバンチ運転メニューで、

特殊な運転モードの希望をメニューから選ぶ様

式にした。

はじめに
審査は書類だけで行われます。研究分野が多少異

なる審査員が読んでも、その提案の重要性が理解で

きるように、研究の目的や方法等それぞれの項目に

ついて具体的に記述して下さい。また、半年の共同

利用実験のビームタイムの範囲内で実行できる内容

の申請を行って下さい。包括的な内容の申請は審査

の対象となりません。

［1、2ページ目］共通項目
1．提案課題の種類：

「新規N」通常の申請。

「継続C」以前採択された課題が何らかの理由により

終了せず、継続して実験したい場合の申請。

前回採択された課題のビームタイムを終了

されて、研究が続く場合は新規課題の申請

を行ってください。実験責任者が変わる場

合は新規課題で提出して下さい。

「緊急U」緊急に実験が必要になった場合の申請（随

時受付）。

「留保R」留保ビームタイムの申請（留保ビームタイ

ムを提供した場合）。

2．実験責任者：

実験の全体を把握し、かつ実験の実施全体に対し

てSPring-8の現場で責任をもつ人を記入して下

さい。

すでにSPring-8のユーザー登録をされているかた

はユーザーカード番号も記入して下さい。なお、

電子メールアドレスが記入されている申請者に

は、締め切り日から2週間以内に申請書の受理通

知を電子メールで送ります。

3．実験課題名：

申請書には、実験方法や測定対象を明らかにした

6カ月の共同利用期間で遂行できる具体的な実験

課題名を、日本語および英語で記入して下さい。

包括的な課題名による申請は審査の対象となりま
せん。なお、申請者の優先性の保護のため実験が

終了するまで課題名を公表しません。（即ち、課

題の採択時には、実験責任者の名前と所属、配分

シフト数のみ公表し、課題が終了後に課題名を公

表します。）

4．審査希望分野：

希望する審査分野を記号で記入して下さい。磁気

XAFSはS2（蛍光Ｘ線、XMCD）に申請してく

ださい。

5．共同実験者：

実際にビームラインを使って実験を行う人に限定

して、実験責任者を含まない1名以上を記入して

下さい。ただし、10名以上になる場合は主要メン

バー10名までを記入して下さい。

すでにSPring-8のユーザー登録をされているかた

はユーザーカード番号も記入して下さい。

6．希望ビームライン：

希望するビームラインの番号（名称）を順位をつ

けて記入して下さい。また、その理由については

12．で明らかにして下さい。2本のビームライン

の利用を希望される場合は、各ビームラインごと

この申請書記入要領は「成果非専有」用です。「成果非専有」研究とは利用結果を公開することによ

り、ビーム使用料が無料となる研究です。利用結果は実験終了後60日以内に所定の様式に従う利用報告

書で公開していただきます。これをJASRIは利用報告書集として公表します。また、利用結果を含む科

学技術論文が出版される場合は、JASRIにその別刷を提出していただきます。

生命科学分野で構造生物学の課題を申請されれるかたは、［3］および［4］ページは別フォーマットの
蛋白質［3］，蛋白質［4］で申請して下さい。
また、成果専有（成果非公開；ビーム使用料有料）課題用申請書は別にありますので利用業務部へお問
い合わせください。

SPring-8利用研究課題申請書（成果非専有用）記入要領
（本要領の見出し番号は「申請書」の記載事項の番号と一致しています。）
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に申請書を提出してください。BL04B2を希望さ
れる場合はステーション名も必ずご記入下さい。

7．所要シフト数：

実験目的を達成するために必要なビームタイムを

シフト数（1シフト＝8時間）で記入して下さい。

このときに､この課題は6カ月の間に共同利用とし

て実施することを考慮してください。実験を分け

て行いたいものは1回に必要なシフト数と何回行

いたいか記入し、その合計も記入して下さい。ま

た算出根拠を後の項目12．に記載してください。

特記事項

来所できない時期：原則として、審査後申請者に

利用時期についての問い合わせを致しませんの

で、ビームタイムの配分を受けても実験ができな

い時期がわかっている場合は、記述して下さい。

特殊な運転モードの希望：特殊な運転モードが必

要かどうか該当するチェックボックスにチェック

を入れてください。希望がない場合は、運転モー

ドの選択は施設の担当者に一任していただきま

す。マルチバンチを希望される場合、マルチバン

チでなければ実験ができない場合は「必須」に、

マルチバンチでなくても原理的には実験できる

が、マルチバンチで実験するほうがよりよい場合

は「好ましい」にチェックを入れてください。セ

ベラルバンチのフィリングの希望は項目12-2に記

述してください。

8．安全性に関する記述、対策

（1）施設に持ち込む測定試料全ての名称、形態

（形状）、量、性質（放射性、毒性、可燃性、

伝染性、無害など）について記入し、取り扱

いに注意を要する物質については利用法、保

存法、利用後の処理法を記入して下さい。な

お、SPring-8では持ち込み物品は全て持ち帰

っていただくことになっています。

・「試料名」について：

一般名、構造式等（XAFSを測定する場合は
組成も）を記入し、略称や頭文字の表記はさ

けて下さい。CAS番号があるものでも自分

で調整した試料には「自作」、自分で創製し

た試料で物性値が未知のものについては、

「創製」と付記してください。

・「形態（形状）」の例：

結晶、粉体、加圧成形体、小片、液体、薄膜

・「量」について：

体積、重さ、または、プレート、ドロップ、

ボタン、キャピラリの大きさ、及び個数で表示

・「性質」の例：

発火性、引火性、可燃性、爆発性、酸化性、

禁水性、強酸性、腐食性、有毒性、放射性、

感染性、発ガン性（催奇性）、その他の有害

性、無害等。

非密封RI試料、ウイルス試料は今回の募集

対象外です。密封放射線源については定義量

（3.7MBq）未満のものに限り実験ホールでの

使用が認められています。動物の持ち込みが

ある場合は「動物持込み有」チェック欄にチ

ェックしてください（課題が採択されました

ら、「動物実験計画書」を提出していただき

ます）。

（2）測定試料以外で安全上取扱いに注意を要する

物質の名称、形態、量、性質、使用目的と具

体的な使用方法を記入し、安全対策を示して

下さい。上記（1）参照。

（3）施設に持ち込む装置、器具の名称と、安全に

配慮しなければならないものについては、そ

の仕様と安全対策を記入して下さい。

（4）安全に配慮しなければならない実験を行う場

合は、該当する内容にチェックを入れ、安全

対策を記入して下さい。

9．必要とする施設の装置、器具

ビームラインハンドブックで確認した後、記入し

て下さい。最新情報はSPring-8のＷＷＷホームペ

ージ（http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/

facility/bl/）にありますので、参照してください。

署名欄 自筆署名してください。（署名がない場

合は受理されませんので、ご注意ください。）

［3、4ページ目］一般（構造生物学以外）
10．提案の種類と提案理由

提案の種類にチェックを入れ、その種類によって

以下の観点で提案理由を記入して下さい。

「新規提案」：

研究分野が多少異なる審査員が読んでもその提案

の重要性が理解できるように、研究の意義、目的

等それぞれの項目について具体的に記載して下さ

い。包括的な内容の申請は審査の対象となりませ
ん。期待される成果の中ではSPring-8の寄与する

点を具体的に示して下さい。

「継続提案」：
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継続を必要とする理由（例：ビームダンプがあり

実施できなかった等）を記入して下さい。前回の

申請で行われた実験の結果（成果）について具体

的に記載し、問題点があった場合はその解決策を

示したうえ、今回の提案で実施を計画している内

容を具体的に示して下さい。試料の変更、実験方

法に大きな変更を伴うものについては「新規提案」

で申請して下さい。

「緊急提案」：

緊急に実験が必要になったときに提案して下さ

い。SPring-8のビームラインによる実験が不可欠

であり、かつ、緊急性が必要な理由を具体的に示

すとともに、その波及効果についても示して下さい。

「留保提案」：新規提案に準ずる。

11．本申請に関わるこれまでの研究成果、準備状況、

これまでに採択された課題との関係、他に申請課題

がある場合はその課題との関係、同種実験の経験

期待される成果を得るために、これまでに得た研

究成果並びに装置、試料の準備状況等を具体的に

示して下さい。これまでに採択された課題との関

係や関連テーマで他に申請があるときは、その課
題との関係を記述してください。同種実験の経験

についても記述して下さい。

12．実験の方法（レイアウト、測定法、検出器、試

料の濃度等を明確にする）、ビームライン選定の理

由、使用するエネルギー（波長）又は特性線（例：

Pb-L）、シフト数の算出根拠

（1）新しい測定法の場合には、図を用いて実験の

特徴が明らかになるようにして下さい。

（2）最適のビームラインを選ぶため、申請書作成

にあたってはSPring-8のビームラインの整備状

況をＷＷＷホームページ（ht tp : / /www .

spring8.or.jp/JAPANESE/facility/bl/）で確認

して下さい。

（3）ビームラインのどのような特性（例えば、エ

ネルギー範囲、集光特性、測定器等）に着目し

て利用を希望するビームラインを選定したのか

について説明して下さい。XAFSの測定の場合
は測定法（透過法、蛍光法それもライトル検出
器か半導体検出器-シングル、マルチ、か等）、
元素、吸収端、試料濃度、試料のマトリックス
の種類を必ず記述して下さい。

（4）要求するシフト数の算出根拠を記述して下さい。

12-2．セベラルバンチ運転メニュー

この欄は「特記事項」で特殊な運転モードとして

セベラルバンチを希望した場合のみ記入してくだ

さい。希望するモードは優先順位（1,2,…）を、

実験できないモードには×を記入してください。

なお、A、B、C、D、Eの各モードはA期とB期

で異なりますので、必ず募集案内のホームページ

で確認してください。メニューに示した５種類の

モード以外を希望される場合は「その他」の欄に

フィリングの詳細と必要理由を記入してくださ

い。

［蛋白質3、蛋白質4ページ目］構造生物学用
10．提案の種類と提案理由 一般と同じ

11．これまでに採択された課題との関係、関連する

テーマで他の申請がある場合はその課題との関

係、同種実験の経験

これまでに採択された課題との関係、関連する

テーマで他の申請がある場合はその課題との関係

や同種実験の経験について記述して下さい。

12．ビームライン選定の理由、シフト数の算出根拠　

ビームラインの選定の理由と要求するシフト数

の算出根拠を記述してください。

12-2．セベラルバンチ運転メニュー

必要があれば、一般申請書［4］の12-2に記入

し、添付してください。

13．構造解析の対象についての情報

SPring-8での実験について、審査に必要な項目

があげてありますので、できるだけ漏れなく記入

してください。なお、書ききれない場合は用紙を

追加してください。
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利用研究課題申請書 

１. 提案課題の種類を記号で記入　 

放射光利用研究促進機構　財団法人 高輝度光科学研究センター　〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町光都１丁目１-１　　 
Telephone : +81-(0)791-58-0961     Fax : +81-(0)791-58-0965     e-mail : sp8jasri@spring8.or.jp　　　 

２. 実験責任者：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 、 連絡先所在地 、 電話 、 fax、 e-mail

３. 実験課題名　 （ 日本語および英語で記入 ） 

４. 審査希望分野を 
記号で記入 

５. 共同実験者 （ 主要 メンバー 10名以内を記入 ） ：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 

６. 希望ビームラインと優先順位　 

７. 所要シフト数 ［ １シフト＝８時間 ］ 

前課題番号 

［１］ 

※継続の場合は前課題番号を記入 

L1
Diffraction (Macromolecular crystals)
生体高分子結晶構造解析 

L2
Small-angle scattering, Imaging 
(Macromolecules, Medical specimens)

小角散乱、医学イメージング 

新規（ New） N 継続（ Continuation） C

緊急（ Urgent） U 留保（ Reserve） R

特記事項 

合計　　　ｼﾌﾄ ｼﾌﾄ ×　　 回 ｼﾌﾄ ×　　 回 ｼﾌﾄ ×　　 回 

、 （ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 

（ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 、 

様式A1-1（2001.8） 

（積算根拠を１２．に記述） 

成果非専有用 
（成果公表） 

様式 A1

＋ ＋ ＝ 

:

:

D1
Diffraction (Crystal structure,  
Phase transitions, Materials science)

結晶構造、構造物性 :

D2
Diffraction (Structure under extreme 
conditions, Earth science)

高温・高圧構造物性、地球惑星科学 :

X
XAFS (Materials science, Catalysts, 
Biological systems)

XAFS:

S1
Soft X-ray and infrared spectroscopy 
(Materials science, Photochemistry)

軟X線、赤外吸収物性 :

M
SR methodology (New techniques, Materials)
実験技術、材料創製 :

蛍光X線、XMCD:

D3
Scattering (Inelastic scattering,  
Nuclear resonance)

共鳴散乱、非弾性散乱 :

X-ray fluorescence analysis and spectroscopy, 
XMCD (Trace/micro analysis, Holography,  
Magnetic materials)

あり： 

なし：施設側でモードを選択 ・特殊な運転モードの希望： 
（マルチバンチ運転を含む） セベラルバンチ（１２-２に記述） 

マルチバンチ（　　必須・　　好ましい） 

・来所できない時期があれば記述： 
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８. 安全に関する記述 、 対策 

９. 必要とする施設の装置、器具 

※ Office Use Only 受理年月日 

受理番号 （ 課題番号 ） 

審査結果　 ［ 採択／不採択 ］ 

財団法人　高輝度光科学研究センター　殿 上記の通り申請します 

申請年月日　 実験責任者自筆署名　 

［２］ 

８-4　安全に配慮しなければならない実験（高電圧，ガス，高圧力，高温，その他）の内容と安全対策 

８-3　持ち込む装置、器具（装置名、仕様、安全対策） 

８-2　試料以外で安全上配慮を要する物質（物質名／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性，伝染性， 
 

８-1　測定試料（試料名（組成を記入）／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性， 
　　   伝染性，無害など）／利用法、保存法、利用後の処理法） 

様式A1-2（2001.8） 

試料名 量 利用法、保存法、利用後の処理法 

装置名 仕様 安全対策 

)

安全対策 

動物持込み有 

性質 

該当するもの 高電圧 ガス 高圧力 高温 その他 (： 

無害など）／使用目的、使用方法／および安全対策） 

形態 （形状） 

様式 A1
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１ ０.

実験責任者氏名　 

［３］ 

１１.本申請に関わるこれまでの研究成果、準備状況、これまでに採択された課題との関係、他に申請課題が 
ある場合はその課題との関係、同種実験の経験 

様式A1-3（2001.8） 

新規提案 継続提案 緊急提案 

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由、 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由、緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
 

（　　  留保提案） 

様式 A1
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１ ２. 実験の方法（レイアウト、測定法、検出器、試料の濃度等を明確にする）、 
ビームライン選定の理由、使用するエネルギー（波長）又は特性線（例：Pb-L）、 
シフト数算出の根拠（継続課題提案の場合は今回申請されたシフト数の算出根拠を記入し、 
それ以外の項目は前提案から変更がある場合のみ記入して下さい。） 

 

実験責任者氏名　 

［4］ 
様式A1-4（2001.8） 

様式 A1

 

１ ２-2 セベラルバンチ運転メニュー（必要な場合のみ記入） 
SPring-8のセベラルバンチのフィリングパターンは各期で異なり、募集案内のホームページに、 
A, B, C, D, E がどのモードかを掲載しています。各モードを確認の上、下記のメニューに、 
希望するモードを優先順位（1, 2,･･･）で示し、実験できないモードには×を記入して下さい。 
メニューにないフィリングを希望される場合は、その他の欄にフィリングの詳細と必要理由を 
記入して下さい。　 

Aモード Bモード Cモード 

Dモード Eモード 

その他 
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１ ０.

実験責任者氏名　 

蛋白質［３］ 
様式A1-3（2001.8）L

１ １. これまでに採択された課題との関係、関連するテーマで他の申請がある場合はその課題との関係、 
同種実験の経験 

１ ２.

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由、 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由、緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
 

 ビームライン選定の理由、シフト数算出の根拠 

新規提案 継続提案 緊急提案 

様式 A1

１ ２-2 セベラルバンチ運転メニュー（必要な場合は別紙添付のこと） 

（　　  留保提案） 
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１ ３.

実験責任者氏名　 

蛋白質［４］ 
様式A1-4（2001.8）L

構造解析の対象についての情報 

サンプル名 

　分子量 
（結晶学的非対称単位） 

有の場合 

類似分子名 

１次構造の相同性(%)

大きさ 

成長に要する日数 

結晶化の再現性 

格子定数 

空間群 

到達分解能 

使用Ｘ線装置 

分子量 

同種・類似分子の 
　　　　構造解析例 

結晶化 

予備的回折実験 

予定している解析法（分解能の向上を目的とする申請の場合は空欄とする。） 

MIR/SIR法（重原子名） 

MAD法(異常分散原子名)

MR法（モデル分子名） 

MIR/SIR,MAD法の場合 
重原子（異常分散原子） 
誘導体の調製状況 

クライオ実験の準備状況 

（生物学的単位） 

（有無） 

様式 A1
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S
2

利
用
研
究
課
題
申
請
書

１
.
提
案
課
題
の
種
類
を
記
号
で
記
入
　

放
射
光
利
用
研
究
促
進
機
構
　
財
団
法
人
 高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
〒
67
9-
51
98
　
兵
庫
県
佐
用
郡
三
日
月
町
光
都
１
丁
目
１
-１
　
　

Te
le
ph
on
e 
: +
81
-(
0)
79
1-
58
-0
96
1 
   
 F
ax
 : 
+8
1-
(0
)7
91
-5
8-
09
65
   
  e
-m
ai
l :
 s
p8
ja
sr
i@
sp
rin
g8
.o
r.j
p　
　
　

２
.
実
験
責
任
者
：
氏
名（
ロ
ー
マ
字
併
記
）、
所
属
機
関
、部
局
、職
位
、連
絡
先
所
在
地
、電
話
、f
ax
、
e-
m
ai
l

３
.
実
験
課
題
名
　
（
日
本
語
お
よ
び
英
語
で
記
入
）

４
.
審
査
希
望
分
野
を

記
号
で
記
入

５
.
共
同
実
験
者
（
主
要
メ
ン
バ
ー
10
名
以
内
を
記
入
）：
氏
名（
ロ
ー
マ
字
併
記
）、
所
属
機
関
、部
局
、
職
位

６
.
希
望
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
と
優
先
順
位
　

７
.
所
要
シ
フ
ト
数
［
１
シ
フ
ト
＝
８
時
間
］

前
課
題
番
号

［
１
］

※
継
続
の
場
合
は
前
課
題
番
号
を
記
入

L1
D
iff
ra
ct
io
n 
(M
ac
ro
m
ol
ec
ul
ar
 c
ry
st
al
s)

生
体
高
分
子
結
晶
構
造
解
析

L2
Sm
al
l-a
ng
le
 s
ca
tte
rin
g,
 Im
ag
in
g

(M
ac
ro
m
ol
ec
ul
es
, M
ed
ic
al
 s
pe
ci
m
en
s)

小
角
散
乱
、
医
学
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

新
規
（
N
ew
）N

継
続
（
C
on
tin
ua
tio
n）
C

緊
急
（
U
rg
en
t）
U

留
保
（
R
es
er
ve
）R

特
記
事
項

合
計
　
　
　
ｼﾌ
ﾄ

ｼﾌ
ﾄ 
×
　
　
 回

ｼﾌ
ﾄ 
×
　
　
 回

ｼﾌ
ﾄ 
×
　
　
 回

、（
ﾕｰ
ｻﾞ
ｰｶ
ｰﾄ
ﾞ番
号
）

（
ﾕｰ
ｻﾞ
ｰｶ
ｰﾄ
ﾞ番
号
）

、

様
式
A
1-
1（
20
01
.8
）

（
積
算
根
拠
を
１
２
．
に
記
述
）

成
果
非
専
有
用

（
成
果
公
表
）

様
式

 A
1

＋
＋

＝

: :

D
1
D
iff
ra
ct
io
n 
(C
ry
st
al
 s
tru
ct
ur
e,
 

Ph
as
e 
tra
ns
iti
on
s,
 M
at
er
ia
ls
 s
ci
en
ce
)

結
晶
構
造
、
構
造
物
性

:

D
2
D
iff
ra
ct
io
n 
(S
tru
ct
ur
e 
un
de
r e
xt
re
m
e

co
nd
iti
on
s,
 E
ar
th
 s
ci
en
ce
)

高
温
・
高
圧
構
造
物
性
、
地
球
惑
星
科
学

:

X
X
A
FS
 (M
at
er
ia
ls
 s
ci
en
ce
, C
at
al
ys
ts
,

B
io
lo
gi
ca
l s
ys
te
m
s)

X
A
F
S

:

S
1
So
ft 
X
-r
ay
 a
nd
 in
fr
ar
ed
 s
pe
ct
ro
sc
op
y

(M
at
er
ia
ls
 s
ci
en
ce
, P
ho
to
ch
em
is
try
)

軟
X
線
、
赤
外
吸
収
物
性

:

M
SR
 m
et
ho
do
lo
gy
 (N
ew
 te
ch
ni
qu
es
, M
at
er
ia
ls
)

実
験
技
術
、
材
料
創
製

:

蛍
光
X
線
、
X
M
C
D

:

D
3
Sc
at
te
rin
g 
(I
ne
la
st
ic
 s
ca
tte
rin
g,
 

N
uc
le
ar
 re
so
na
nc
e)

共
鳴
散
乱
、
非
弾
性
散
乱

:

X
-r
ay
 fl
uo
re
sc
en
ce
 a
na
ly
si
s 
an
d 
sp
ec
tro
sc
op
y,

X
M
C
D
 (T
ra
ce
/m
ic
ro
 a
na
ly
si
s,
 H
ol
og
ra
ph
y,
 

M
ag
ne
tic
 m
at
er
ia
ls
)

あ
り
：

な
し
：
施
設
側
で
モ
ー
ド
を
選
択

・
特
殊
な
運
転
モ
ー
ド
の
希
望
：
 

（
マ
ル
チ
バ
ン
チ
運
転
を
含
む
）

セ
ベ
ラ
ル
バ
ン
チ
（
１
２
-２
．
に
記
述
）

マ
ル
チ
バ
ン
チ
（
　
　
必
須
・
　
　
好
ま
し
い
）

・
来
所
で
き
な
い
時
期
が
あ
れ
ば
記
述
：

８
.
安
全
に
関
す
る
記
述
、
対
策

９
.
必
要
と
す
る
施
設
の
装
置
、
器
具

※
O
ff
ic
e 
U
se
 O
nl
y

受
理
年
月
日

受
理
番
号
（
課
題
番
号
）

審
査
結
果
　
［
採
択
／
不
採
択
］

財
団
法
人
　
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
殿

上
記
の
通
り
申
請
し
ま
す

申
請
年
月
日
　

実
験
責
任
者
自
筆
署
名
　

［
２
］

８
-4
　
安
全
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
験
（
高
電
圧
，
ガ
ス
，
高
圧
力
，
高
温
，
そ
の
他
）
の
内
容
と
安
全
対
策

８
-3
　
持
ち
込
む
装
置
、
器
具
（
装
置
名
、
仕
様
、
安
全
対
策
）

８
-2
　
試
料
以
外
で
安
全
上
配
慮
を
要
す
る
物
質
（
物
質
名
／
形
態
／
量
／
性
質
（
放
射
性
，
毒
性
，
可
燃
性
，
伝
染
性
，

８
-1
　
測
定
試
料
（
試
料
名
（
組
成
を
記
入
）
／
形
態
／
量
／
性
質
（
放
射
性
，
毒
性
，
可
燃
性
，

　
　
   
伝
染
性
，
無
害
な
ど
）
／
利
用
法
、
保
存
法
、
利
用
後
の
処
理
法
）

様
式
A
1-
2（
20
01
.8
）

試
料
名

量
利
用
法
、
保
存
法
、
利
用
後
の
処
理
法

装
置
名

仕
様

安
全
対
策

)

安
全
対
策

動
物
持
込
み
有

性
質

該
当
す
る
も
の

高
電
圧

ガ
ス

高
圧
力

高
温

そ
の
他
(

：

無
害
な
ど
）
／
使
用
目
的
、
使
用
方
法
／
お
よ
び
安
全
対
策
）

形
態 （
形
状
）

様
式

 A
1

N D

高
輝
度
太
郎
（
K
ok
id
o 
 T
ar
o）
、
高
輝
度
研
究
所
、
○
○
学
研
究
室
、
副
主
任
研
究
員

　
　

　
　
Z
n
1
-X
F
e
X
S
　
   
加
圧
成
形
体
  5
00
m
g　
　
無
害
　
　
ポ
リ
エ
チ
に
密
封
し
た
ま
ま
持
ち
込
み
、
そ
の
状
態
で
測
定
し
、

　
   
　
　
　
　
　
   
   
   
   
   
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   
測
定
終
了
後
も
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る
。
　
　
　
 

　
　
C
d
1
-X
F
e
X
S
　
   
加
圧
成
形
体
  5
00
m
g　
　
劇
物
　
　
ポ
リ
エ
チ
に
密
封
し
た
ま
ま
持
ち
込
み
、
そ
の
状
態
で
測
定
し
、

　
   
　
　
　
　
　
   
   
   
   
   
  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   
測
定
終
了
後
も
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る
。

ト
ル
エ
ン
／
液
体
／
50
m
l／
劇
物
／
高
圧
セ
ル
の
洗
浄
／
専
用
の
容
器
に
回
収
し
て
持
ち
帰
る

ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
／
液
体
／
50
0m
l／
第
三
石
油
類
／
圧
力
媒
体
／
専
用
の
容
器
に
回
収
し
て
持
ち
帰
る
　

兵
庫
県
佐
用
市
光
町
1-
1-
1　

07
91
-5
8-
18
xx
、
07
91
-5
8-
08
yy
、
tk
ok
id
o@
po
st
.k
ok
id
o.
or
.jp
、
39
X
X

・
・
・
・
に
よ
る
II-
V
I族
半
導
体
（
Z
nS
,C
dS
）
中
の
・
・
・
・
所
振
動
状
態
の
研
究

S
tu
dy
 o
n 
Lo
ca
liz
ed
 V
ib
ra
tio
n 
of
 ･
･･
 in
 II
-V
I S
em
ic
on
du
ct
or
s(
Z
nS
,C
dS
)b
y

･･
･ 
on
.

（
１
）
Ｂ
Ｌ
○
○
Ｘ
Ｕ

（
２
）
Ｂ
Ｌ
○
○
Ｂ
２

光
田
輝
男
（
   
   
   
   
   
   
   
  ）

K
O
U
D
A
 T
er
uo
、
光
科
学
セ
ン
タ
ー
、
○
○
学
研
究
推
進
G
、
協
力
研
究
員
、
39

牧
田
知
子
（
M
A
K
IT
A
  T
om
ok
o
）、

武
内
佳
子
（
T
A
K
E
U
C
H
I  
Y
os
hi
ko
）、
光
都
工
業
大
学
、
理
学
部
、
Ｄ
３
、
45

ド
ナ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
D
on
na
  P
H
IL
LI
P
S
）、
光
都
大
、
理
学
研
究
科
、外
国
人
共
同
研
究
員
、
46

佐
久
間
明
美
（
S
A
K
U
M
A
  A
ke
m
i）
、
光
都
大
、
理
学
研
究
科
、
教
授

平
野
有
紀
（
H
IR
A
N
O
 Y
uk
i）
、光
都
大
、
理
学
研
究
科
、
助
手
、
38

67
9-
51
×
×

高
輝
度
研
究
所

、
○
○
部
門
、
研
究
員
、
12
×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

6
１

１
３

9

利
用
研
究
課
題
申
請
書
の
記
入
例

－
　
表
　
－

【
申
請
書
の
１
、２
頁
を
表
と
し
て
A
4
版
１
枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
（
倍
率
：
A
3
→
A
4
】

実
際
に
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
実

験
を
行
う
人
に
限
定
し
て
、
実

験
責
任
者
を
含
ま
な
い
１
名
以

上
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
（
但

し
10
名
以
上
に
な
る
場
合
は
主

要
メ
ン
バ
ー
10
名
ま
で
）
ユ
ー

ザ
ー
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は

ユ
ー
ザ
ー
カ
ー
ド
番
号
も
記
入

し
て
下
さ
い
。

成
果
非
専
有
研
究
と
は
利
用
結
果
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ー
ム
使
用
料
が
無
料
と
な

る
研
究
で
す
。
利
用
結
果
は
実
験
終
了
後
60
日
以
内
に
所
定
の
様
式
に
従
う
利
用
報
告
書
で

公
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
JA
SR
Iは
利
用
報
告
書
集
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
利
用
結
果
を
含
む
科
学
技
術
論
文
が
出
版
さ
れ
る
場
合
は
、
JA
SR
Iに
そ
の
別
刷
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
す
る
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
名

称
を
順
位
を
つ
け
て
記
入
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
１
２
.で
明
ら
か
に
し

て
下
さ
い
。
２
本
の
ビ
ー
ム
ラ

イ
ン
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
各
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
ご
と

に
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い

。
B
L0
4B
2を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
名
も
必
ず
ご

記
入
下
さ
い
。

２
０
○
○
年
　
○
月
○
日

２
月
１
４
日
～
２
４
日
　
海
外
出
張
の
た
め
来
所
で
き
な
い

高
圧
小
角
Ｘ
線
散
乱
測
定

装
置

安
全
弁
に
よ
り
暴
発
を
防
ぐ

安
全
弁
に
よ
り
暴
発
を
防
ぐ

高
分
解
能
モ
ノ
ク
ロ
メ
ー
タ
、
ア
バ
ラ
ン
シ
ェ
・
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
オ
ー
ド
検
出
器

ク
ラ
イ
オ
ス
タ
ッ
ト

高
圧
セ
ル
、
圧
力
ポ
ン
プ
、

ト
リ
ガ
ー
発
生
装
置

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
確
認
し
た
後
、
記
入
し
て

下
さ
い
。
最
新
情
報
は
SP
rin
g-
8の
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 （
ht
tp
://
w
w
w
.s
pr
in
g8
.o
r.
jp
/J
A
P
A
N
E
S
E
/fa
ci
lit
y/
bl
/）

に
あ
り
ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
自
筆
署
名
し
て
下
さ
い
。

（
署
名
が
な
い
場
合
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
）

①
施
設
に
持
ち
込
む
測
定
試
料
全
て
の
名
称
、
形
状
、
量
、
性
質
に
つ
い
て
記
入
し
、
取
り
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
物

質
に
つ
い
て
は
利
用
法
、
保
存
法
、
利
用
後
の
処
理
法
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
SP
ri
ng
-8
に
持
ち
込
ま
れ
た
物

品
は
、
全
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
測
定
試
料
以
外
で
取
り
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
物
質
の
名
称
、
形
態
、
量
、
性
質
、
使
用
目
的
、
使
用
場
所
と
具
体

的
な
使
用
方
法
を
記
入
し
、
安
全
対
策
を
示
し
て
下
さ
い
。

③
施
設
に
持
ち
込
む
装
置
、
器
具
の
名
称
と
、
安
全
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
仕
様
と

安
全
対
策
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

④
安
全
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
験
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
内
容
、
安
全
対
策
等
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

実
験
方
法
や
測
定
対
象
を
明
ら
か
に
し
た

６
カ
月
の
共
同
利
用
期
間
で
遂
行
で
き
る

具
体
的
な
実
験
課
題
名
を
日
本
語
お
よ
び

英
語
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
包
括
的
な
課

題
名
に
よ
る
申
請
は
審
査
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
申
請
者
の
優
先
性
の
保

護
の
た
め
実
験
が
終
了
す
る
ま
で
課
題
名

を
公
表
し
ま
せ
ん
。
（
即
ち
、
課
題
の
採

択
時
に
は
、
実
験
責
任
者
の
氏
名
と
所
属

、
配
分
シ
フ
ト
数
の
み
公
表
し
、
課
題
が

終
了
後
に
課
題
名
を
公
表
し
ま
す
。
）

実
験
の
全
体
を
把
握
し
、
か
つ
実
験
の
実

施
全
体
に
対
し
て
SP
rin
g-
8の
現
場
で
責
任

を
も
つ
人
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
す
で
に

SP
rin
g-
8の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
は
ユ
ー
ザ
ー
カ
ー
ド
番
号
も
記
入
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
記
入
さ
れ
て
い
る
申
請
者
に
は
、
締
め

切
り
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
申
請
書
の
受

理
通
知
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
り
ま
す
。

希
望
審
査
分
野
を
記
号
で
記
入
し

て
下
さ
い
。

磁
気
X
A
FS
は
S2
（
蛍
光
X
線
、

X
M
C
D
）
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

実
験
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
ビ
ー

ム
タ
イ
ム
を
シ
フ
ト
数
（
１
シ
フ
ト
＝
８
時

間
）
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
こ
の
と
き
に
､

こ
の
課
題
は
６
カ
月
の
間
に
共
同
利
用
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

実
験
を
分
け
て
行
い
た
い
も
の
は
１
回
に
必

要
な
シ
フ
ト
数
を
何
回
行
い
た
い
か
記
入
し
、

そ
の
合
計
も
記
入
し
て
下
さ
い
。
ま
た
算
出

根
拠
を
後
の
項
目
１
２
.に
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

「
試
料
名
」
に
つ
い
て
：

一
般
名
、
構
造
式
等
（
X
A
FS
を
測
定
す
る

場
合
は
組
成
も
）
を
記
入
し
、
略
称
や
頭

文
字
の
表
記
は
さ
け
て
下
さ
い
。
C
A
S番

号
が
あ
る
も
の
で
も
自
分
で
調
整
し
た
試

料
に
は
「
自
作
」
、
自
分
で
創
製
し
た
試

料
で
物
性
値
が
未
知
の
物
に
つ
い
て
は
、

「
創
製
」
と
付
記
し
て
下
さ
い
。

「
形
態
（
形
状
）
」
の
例
：

結
晶
、
粉
体
、
加
圧
成
形
体
、
小
片
、
液
体
、

薄
膜
「
量
」
に
つ
い
て
：

体
積
、
重
さ
、
ま
た
は
、
プ
レ
ー
ト
、
ド

ロ
ッ
プ
、
ボ
タ
ン
、
キ
ャ
ピ
ラ
リ
の
大
き
さ
、

及
び
個
数
で
表
示
。

「
性
質
」
の
例
：

発
火
性
、
引
火
性
、
可
燃
性
、
爆
発
性
、

酸
化
性
、
禁
水
性
、
強
酸
性
、
腐
食
性
、

有
毒
性
、
放
射
性
、
感
染
性
、
発
ガ
ン
性

（
催
奇
性
）
、
そ
の
他
の
有
害
性
、
無
害
等
。

非
密
封
R
I試
料
、
ウ
イ
ル
ス
試
料
は
今
回

の
募
集
対
象
外
で
す
。
密
封
放
射
線
源
に

つ
い
て
は
定
義
量
（
3.
7M
Bq
）
未
満
の
も

の
に
限
り
実
験
ホ
ー
ル
で
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

動
物
の
持
ち
込
み
が
あ
る
場
合
は
、
「
動

物
持
込
み
有
り
」
チ
ェ
ッ
ク
欄
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
下
さ
い
。
（
課
題
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
ら
、
「
動
物
実
験
計
画
書
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

（
X
=0
.0
02
）

   
【
自
作
】

（
X
=0
.0
02
）

   
【
自
作
】

【
特
記
事
項
】

－
来
所
で
き
な
い
時
期
－

原
則
と
し
て
審
査
後
申
請
者
に
利
用
時
期
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ビ
ー
ム
タ
イ
ム
の
配
分
を
受
け
て
も
、
 

実
験
が
で
き
な
い
時
期
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
記
述
し
て
下
さ
い
。

－
特
殊
な
運
転
モ
ー
ド
の
希
望
－

特
殊
な
運
転
モ
ー
ド
が
必
要
か
ど
う
か
該
当
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
下
さ
い
。
希
望
が
な
い
場
合
は
運
転
 

モ
ー
ド
の
選
択
は
施
設
の
担
当
者
に
一
任
し
て
頂
き
ま
す
。
マ
ル
チ
バ
ン
チ
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
マ
ル
チ
バ
ン
チ
で
な
け
れ
ば
実
験
 

が
で
き
な
い
場
合
は
「
必
須
」
に
、
マ
ル
チ
バ
ン
チ
で
な
く
て
も
原
理
的
に
は
実
験
で
き
る
が
、
マ
ル
チ
バ
ン
チ
で
実
験
す
る
方
が

よ
り
よ
い
場
合
は
「
好
ま
し
い
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
下
さ
い
。
セ
ベ
ラ
ル
バ
ン
チ
の
フ
ィ
リ
ン
グ
の
希
望
は
項
目
12
-2
に
記
述
し
て

下
さ
い
。
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１
０
.

実
験
責
任
者
氏
名
　

［
３
］

１
１
.本
申
請
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
、
準
備
状
況
、
こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と
の
関
係
、
他
に
申
請
課
題
が

あ
る
場
合
は
そ
の
課
題
と
の
関
係
、
同
種
実
験
の
経
験

様
式
A
1-
3（
20
01
.8
）

新
規
提
案

継
続
提
案

緊
急
提
案

提
案
の
種
類
と
提
案
理
由

新
規
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、
目
的
、
特
色
、
期
待
さ
れ
る
成
果
、
SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
，

継
続
提
案
で
は
前
回
の
実
験
の
結
果
、
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由
，
緊
急
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、

SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
、
緊
急
課
題
を
希
望
す
る
理
由
を
必
ず
含
む
こ
と
。

（
　
　
  留
保
提
案
）

様
式

 A
1

１
２
.実
験
の
方
法
（
レ
イ
ア
ウ
ト
、
測
定
法
、
検
出
器
、
試
料
の
濃
度
等
を
明
確
に
す
る
）
、

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
選
定
の
理
由
、
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
波
長
）
又
は
特
性
線
（
例
：
Pb
-L
）
、

シ
フ
ト
数
算
出
の
根
拠
（
継
続
課
題
提
案
の
場
合
は
今
回
申
請
さ
れ
た
シ
フ
ト
数
の
算
出
根
拠
を

そ
れ
以
外
の
項
目
は
前
提
案
か
ら
変
更
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
下
さ
い
。
）

実
験
責
任
者
氏
名
　

［
4］

様
式
A
1-
4（
20
01
.8
）

様
式

 A
1

１
２
-2
.セ
ベ
ラ
ル
バ
ン
チ
運
転
メ
ニ
ュ
ー
（
必
要
な
場
合
の
み
記
入
）

SP
rin
g-
8の
セ
ベ
ラ
ル
バ
ン
チ
の
フ
ィ
リ
ン
グ
パ
タ
ー
ン
は
各
期
で
異
な
り
、
募
集
案
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

A
, B
, C
, D
, E
 が
ど
の
モ
ー
ド
か
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
モ
ー
ド
を
確
認
の
上
、
下
記
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、

希
望
す
る
モ
ー
ド
を
優
先
順
位
（
1,
 2
,･
･･
）
で
示
し
、
実
験
で
き
な
い
モ
ー
ド
に
は
×
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
フ
ィ
リ
ン
グ
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
他
の
欄
に
フ
ィ
リ
ン
グ
の
詳
細
と
必
要
理
由
を

記
入
し
て
下
さ
い
。
　

A
モ
ー
ド
B
モ
ー
ド
C
モ
ー
ド

D
モ
ー
ド
Eモ
ー
ド

そ
の
他

実
験
方
法

　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
蛍
光
法
で
行
い
・
・
・
・
・
・
検
出
器
は
・
・

・
・
・
・
・
・
半
導
体
検
出
器
－
マ
ル
チ
を
用
い
る
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
選
定
理
由

　
　
測
定
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
○
○
で
、
集
光
は
・
・
・
・
・
、
M
IR
-O
A
S
法
で
の

測
定
が
で
き
る
・
・
・
・
・
の
で
B
L○
○
○
○
を
希
望
す
る

シ
フ
ト
数
算
出
の
根
拠

　
　
Z
nS
と
C
dS
中
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
ら
び
に
多
素
子
A
P
D
検
出
器
の
性
能

向
上
等
か
ら
推
測
す
る
と
、
必
要

最
小
限
の
統
計
精
度
の
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
は
、

室
温
で
の
１
試
料
あ
た
り
の
測
定
時
間
：
お
よ
そ
14
h、
77
K
で
の
１
試
料
あ
た
り
の
測
定
時
間
：
お
よ
そ
16
h

20
K
で
の
１
試
料
あ
た
り
の
測
定
時
間
：
お
よ
そ
16
h、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
・
・
・
・
・
・
・
・
よ
っ
て
合
計
：
（
14
h×
2）
+（
16
h×
2）
+（
16
h×
2）
+（
20
h×
2）
+=
13
6h

程
度
必
要
に
な
る
。

　
こ
れ
よ
り
、
計
９
シ
フ
ト
が
必
要
と
な
る

高
 輝
 度
  太
 郎

高
 輝
 度
  太
 郎

利
用
研
究
課
題
申
請
書
の
記
入
例

－
　
裏
　
－

【
申
請
書
の
３
、４
頁
を
裏
と
し
て
A
4
版
１
枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
（
倍
率
：
A
3
→
A
4）
】

図

　
我
々
は
こ
れ
ま
で
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
を
確
認
し
て
い
る
。

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
測
定
準
備
状
況
と
し
て
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
測
定
系
の
立
ち
上
げ
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
良
好
な
試
料
が
出
来
て
お
り
、
試
料
に

関
し
て
は
す
ぐ
に
準
備
可
能
で
あ
る
。

　
II-
V
I族
化
合
物
Z
nS
, C
dS
は
、
多
く
の
分
野
で
用
い
ら
れ
て
い
る
半
導
体
で
あ
る
が
、
C
u原
子
等

の
不
純
物
を
添
加
し
た
蛍
光
体
は
X
線
蛍
光
体
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ル
ミ
ネ
セ
ン
ス
蛍
光
体
等
と
し
て
非
常

に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
こ
れ
ま
で
の

測
定
方
法
で
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
の
相
関
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
本
研
究
で
は
、
他
の
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
が
期
待
さ
れ
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

本
研
究
は
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
高
輝
度
単
色
X
線
源
と
立
ち
上
げ
ら
れ

て
い
る
検
出
器
系
は
S
P
rin
g-
8以
外
で
は
利
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

提
案
の
種
類
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
そ
の
種
類

に
よ
っ
て
以
下
の
観
点
で
提
案
理
由
を
記
入
し

て
下
さ
い
。

「
新
規
提
案
」
：
研
究
分
野
が
多
少
異
な
る
審

査
員
が
読
ん
で
も
そ
の
提
案
の
重
要
性
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
研
究
の
意
義
、
目
的
等
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
し
て
下

さ
い
。
期
待
さ
れ
る
成
果
の
中
で
は
SP
ri
ng
-8

の
寄
与
す
る
点
を
具
体
的
に
示
し
て
下
さ
い
。

「
継
続
提
案
」
：
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由

（
例
：
ビ
ー
ム
ダ
ン
プ
が
あ
り
実
施
で
き
な
か

っ
た
等
）
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
前
回
の
申
請

で
行
わ
れ
た
実
験
の
結
果
（
成
果
）
に
つ
い
て

具
体
的
に
記
載
し
、
問
題
点
が
あ
っ
た
場
合
は

そ
の
解
決
策
を
示
し
た
う
え
、
今
回
の
提
案
で

実
施
を
計
画
し
て
い
る
内
容
を
具
体
的
に
示
し

て
下
さ
い
。
試
料
の
変
更
、
実
験
方
法
に
大
き

な
変
更
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
「
新
規
提
案

」
で
申
請
し
て
下
さ
い
。
　
　

「
緊
急
提
案
」
：
緊
急
に
実
験
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
提
案
し
て
下
さ
い
。
SP
ri
ng
-8
の
ビ

ー
ム
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
験
が
不
可
欠
で
あ
り
、

か
つ
、
緊
急
性
が
必
要
な
理
由
を
具
体
的
に
示

す
と
と
も
に
、
そ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
示

し
て
下
さ
い
。

「
留
保
提
案
」
：
新
規
提
案
に
準
ず
る
。

期
待
さ
れ
る
成
果
を
得
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
に
得
た
研
究
成
果
並
び
に
装
置
、
試

料
の
準
備
状
況
等
を
具
体
的
に
示
し
て
下

さ
い
。
こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と

の
関
係
や
、
関
連
テ
ー
マ
で
他
に
申
請
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
課
題
と
の
関
係
を
記

述
し
て
下
さ
い
。
ま
た
同
種
実
験
の
経
験

に
つ
い
て
も
記
述
し
て
下
さ
い
。

（
１
）
新
し
い
測
定
法
の
場
合
に
は
、
図
を
用
い
て
実
験
の
特
徴
が
明

ら
か
に
な
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

（
２
）
最
適
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
選
ぶ
た
め
、
申
請
書
作
成
に
あ
た
っ

て
は
SP
ri
ng
-8
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
整
備
状
況
を
Ｗ
Ｗ
Ｗ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
://
w
w
w
.s
pr
in
g8
.o
r.j
p/
JA
PA
N
E
SE
/f
ac
ili
ty
/ 

bl
/）
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

（
３
）
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
ど
の
よ
う
な
特
性
（
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

範
囲
、
集
光
特
性
、
測
定
器
等
）
に
着
目
し
て
利
用
を
希
望
す

る
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
選
定
し
た
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
下
さ

い
。
X
A
F
S
の
測
定
の
場
合
は
、
測
定
法
（
透
過
法
か
蛍
光
法

そ
れ
も
ラ
イ
ト
ル
検
出
器
か
半
導
体
検
出
器
-シ
ン
グ
ル
・
マ
ル

チ
等
）、
元
素
、
吸
収
端
、
試
料
濃
度
、
試
料
の
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
の
種
類
を
必
ず
記
述
し
て
下
さ
い
。

（
４
）
要
求
す
る
シ
フ
ト
数
の
算
出
根
拠
を
記
述
し
て
下
さ
い
。

注
②
　
申
請
書
の
提
出
：

注
①
　
署
名
：

申
請
書
の
提
出
は
A
4版
４
頁
の
原
本
１
部
、
並
び
に
、
原
本
の

１
、
２
頁
を
表
面
に
、
ま
た
３
、
４
頁
を
裏
面
と
し
て
A
4版
１

枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
し
た
副
本
１
５
部
（
下
の
注
意
参
照
）

を
下
記
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。

申
請
書
の
２
ペ
ー
ジ
目
に
あ
る
署
名
欄
に
は
必
ず
署
名
し
て
下

さ
い
。

〒
67
9-
51
98

兵
庫
県
佐
用
郡
三
日
月
町
光
都
1-
1-
1

（
財
）
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
利
用
業
務
部

「
共
用
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
利
用
研
究
課
題
募
集
」
係

× ×
×２

１

1・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

10
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

[1
]

[3
]

天 地

天 地

・
・

＊
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
す
る

　
場
合
の
注
意

表
面
と
裏
面
の
天
地
は

必
ず
同
一
方
向
に
し
て

下
さ
い
。

一
般
（
蛋
白
質
結
晶
構
造
解
析
以
外
）
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１
０
.

実
験
責
任
者
氏
名
　

蛋
白
質
［
３
］

様
式
A
1-
3（
20
01
.8
）
L

１
１
.こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と
の
関
係
、
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
他
の
申
請
が
あ
る
場
合
は
そ
の
課
題
と
の
関
係
、

同
種
実
験
の
経
験

１
２
.提
案
の
種
類
と
提
案
理
由

新
規
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、
目
的
、
特
色
、
期
待
さ
れ
る
成
果
、
SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
，

継
続
提
案
で
は
前
回
の
実
験
の
結
果
、
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由
，
緊
急
提
案
で
は
研
究
の
意
義
、

SP
rin
g-
8を
必
要
と
す
る
理
由
、
緊
急
課
題
を
希
望
す
る
理
由
を
必
ず
含
む
こ
と
。

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
選
定
の
理
由
、
シ
フ
ト
数
算
出
の
根
拠

新
規
提
案

継
続
提
案

緊
急
提
案

様
式

 A
1

１
２
-2
.セ
ベ
ラ
ル
バ
ン
チ
運
転
メ
ニ
ュ
ー
（
必
要
な
場
合
は
別
紙
添
付
の
こ
と
）

（
　
　
  留
保
提
案
）

１
３
.

実
験
責
任
者
氏
名
　

蛋
白
質
［
４
］

様
式
A
1-
4（
20
01
.8
）
L

構
造
解
析
の
対
象
に
つ
い
て
の
情
報

サ
ン
プ
ル
名

　
分
子
量

（
結
晶
学
的
非
対
称
単
位
）

有
の
場
合

類
似
分
子
名

１
次
構
造
の
相
同
性
(%
)

大
き
さ

成
長
に
要
す
る
日
数

結
晶
化
の
再
現
性

格
子
定
数

空
間
群

到
達
分
解
能

使
用
Ｘ
線
装
置

分
子
量

同
種
・
類
似
分
子
の

　
　
　
　
構
造
解
析
例

結
晶
化

予
備
的
回
折
実
験

予
定
し
て
い
る
解
析
法
（
分
解
能
の
向
上
を
目
的
と
す
る
申
請
の
場
合
は
空
欄
と
す
る
。
）

M
IR
/S
IR
法
（
重
原
子
名
）

M
A
D
法
( 異
常
分
散
原
子
名
)

M
R
法
（
モ
デ
ル
分
子
名
）

M
IR
/S
IR
,M
A
D
法
の
場
合

重
原
子
（
異
常
分
散
原
子
）

誘
導
体
の
調
製
状
況

ク
ラ
イ
オ
実
験
の
準
備
状
況

（
生
物
学
的
単
位
）

（
有
無
）

様
式

 A
1

高
 輝
 度
  太
 郎

高
 輝
 度
  太
 郎

32
3-
3

利
用
研
究
課
題
申
請
書
の
記
入
例

－
　
裏
　
－

【
申
請
書
の
３
、４
頁
を
裏
と
し
て
A
4
版
１
枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
（
倍
率
：
A
3
→
A
4）
】

　
ヒ
ト
○
○
症
候
群
は
、
ヒ
ト
の
行
動
不
全
を
伴
う
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
こ
れ
ら
を
支
配
す
る
遺

伝
子
は
、
マ
ウ
ス
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
か
ら
発
見
さ
れ
た
（
２
）
。
ゲ
ノ
ム
解
析
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
ア
リ
ル
構
成
の
比
較
か
ら
、
遺
伝
子
xy
zA
と
xy
zB
の
産
物
の
変
化
が
主
な
発
症
原
因
と
考
え

ら
れ
た
（
３
）
。
こ
れ
ら
、
蛋
白
質
の
原
子
レ
ベ
ル
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
○
○
症
候

群
の
分
子
的
発
症
機
構
を
詳
細
に
解
明
で
き
る
と
と
も
に
、
高
機
能
な
治
療
薬
開
発
の
効
率
化
が
期

待
で
き
る
（
４
）
。

　
申
請
者
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
遺
伝
子
産
物
xy
z蛋
白
質
、
xy
zア
ー
ゼ
［
Ｅ
．
Ｃ
．
１
．
2．
3．
4］

お
よ
び
大
腸
菌
xy
z蛋
白
質
断
片
-F
ab
複
合
体
の
結
晶
化
に
成
功
し
て
い
る
（
５
）
。
し
か
し
な
が
ら

結
晶
の
大
き
さ
が
10
0µ

m
以
下
で
、
実
験
室
系
の
回
析
計
で
は
、
5Å
分
解
能
程
度
の
回
析
し
か
得
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
10
0Ｋ
で
の
凍
結
結

晶
・
取
り
扱
い
の
条
件
設
定
を
行
っ
た
。
微
小
結
晶
を
用
い
た
。
M
IR
-O
A
S
ま
た
は
M
A
D
法
に
よ
り

構
造
決
定
を
行
う
た
め
に
S
P
rin
g-
8の
使
用
を
希
望
す
る
。

参
考
文
献
：

（
1）
M
ar
ga
re
t A
. e
t a
l (
19
X
X
) 
J.
 B
io
ch
em
. X
X
X
, 1
21
3-
45

（
2）
M
ar
y 
B
. e
t a
l (
19
X
X
) 
C
el
L.
 X
X
X
, 1
21
3-
45

（
3）
E
m
ily
 C
. e
t a
l (
19
X
X
) 
S
ci
en
ce
 X
X
X
, 1
21
3-
45

（
4）
A
nn
e 
D
. e
t a
l (
19
X
X
) 
F
E
B
S
 le
tt.
 X
X
X
, 1
21
3-
45

（
5）
H
yr
a 
E
. e
t a
l (
19
X
X
)A
ct
a 
C
ry
st
. D
X
X
, 1
21
3-
45

提
案
の
種
類
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
そ
の
種
類

に
よ
っ
て
以
下
の
観
点
で
提
案
理
由
を
記
入
し

て
下
さ
い
。

「
新
規
提
案
」
：
研
究
分
野
が
多
少
異
な
る
審

査
員
が
読
ん
で
も
そ
の
提
案
の
重
要
性
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
研
究
の
意
義
、
目
的
等
そ
れ

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
し
て
下

さ
い
。
期
待
さ
れ
る
成
果
の
中
で
は
SP
ri
ng
-8

の
寄
与
す
る
点
を
具
体
的
に
示
し
て
下
さ
い
。

「
継
続
提
案
」
：
継
続
を
必
要
と
す
る
理
由

（
例
：
ビ
ー
ム
ダ
ン
プ
が
あ
り
実
施
で
き
な
か

っ
た
等
）
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
前
回
の
申
請

で
行
わ
れ
た
実
験
の
結
果
（
成
果
）
に
つ
い
て

具
体
的
に
記
載
し
、
問
題
点
が
あ
っ
た
場
合
は

そ
の
解
決
策
を
示
し
た
う
え
、
今
回
の
提
案
で

実
施
を
計
画
し
て
い
る
内
容
を
具
体
的
に
示
し

て
下
さ
い
。
試
料
の
変
更
、
実
験
方
法
に
大
き

な
変
更
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
「
新
規
提
案

」
で
申
請
し
て
下
さ
い
。
　
　

「
緊
急
提
案
」
：
緊
急
に
実
験
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
提
案
し
て
下
さ
い
。
SP
ri
ng
-8
の
ビ

ー
ム
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
験
が
不
可
欠
で
あ
り
、

か
つ
、
緊
急
性
が
必
要
な
理
由
を
具
体
的
に
示

す
と
と
も
に
、
そ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
示

し
て
下
さ
い
。

「
留
保
提
案
」
：
新
規
提
案
に
準
ず
る
。

こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
課
題
と
の
関
係

や
同
種
実
験
の
経
験
に
つ
い
て
記
述
し
て

下
さ
い
。

こ
れ
ま
で
に
、
同
種
の
蛋
白
質
の
構
造
解
析
例
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
課
題
採
択
の

例
は
な
い
。

シ
フ
ト
数
の
計
算

IP
の
撮
影
速
度
は
・
・
・
申
請
の
結
晶
は
、
・
・
・
・
、
振
動
角
を
・
・
・
あ
た
り
1.
5シ
フ
ト
が

必
要
・
・
・
・
で
解
く
た
め
に
各
３
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
・
・
・
で
解
く
た
め
に
１
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
合
計

７
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
・
・
・
を
考
慮
し
て
18
シ
フ
ト
を
二
回
に
分
け
て
希
望
す
る
。

ｘ
ｙ
ｚ
蛋
白
質

10
6,
00
0

10
6,
00
0

無

70
 ×

 6
0 

× 
40

µm
良 ２
日

H
g

S
e

1A
6T
と
xy
z蛋
白
質

P
4 3
21
2

5.
0Å

ロ
ー
タ
ー
C
uK

α

P
2 1
21
2

4.
5Å

ロ
ー
タ
ー
C
uK

α

C
2

2.
7Å

封
入
管
モ
リ
ブ
デ
ン
／
IP

10
6.
2,
 1
06
.2
, 2
03
.8
76
.7
, 5
7.
7,
 5
5.
0

β=
12

9.
0

92
.7
0,
 1
35
.9
5,
 8
1.
08

90
 ×

 9
0 

× 
40

µm
不
良

１
週
間

10
0 

× 
20

 ×
 2
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F
ab
 fr
ag
m
en
t

F
ab
 ̃
95
%
 リ
ガ
ン
ド
5%

ｘ
ｙ
ｚ
ア
ー
ゼ

大
腸
菌
xy
z蛋
白
質
断
片

F
ab
複
合
体

SP
ri
ng
-8
で
の
実
験
に
つ
い
て
、
審
査
に
必
要
な
項
目
が
あ
げ
て
あ
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
漏
れ
な
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

H
g誘
導
体
を
調
整
済
。

X
A
F
S
で
確
認
希
望

ク
ラ
イ
オ
条
件
設
定
済
。

た
だ
し
、
不
安
定
な
の
で
、

複
数
回
の
凍
結
が
必
要

ク
ラ
イ
オ
条
件
設
定
済
。
ク
ラ
イ
オ
条
件
設
定
済
。

遺
伝
子
組
み
換
え
に
よ
り
、

大
腸
菌
で
発
現

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
ど
の
よ
う
な
特
性
（
例

え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
範
囲
、
集
光
特
性
、

測
定
器
等
）
に
着
目
し
て
利
用
を
希
望

す
る
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
を
選
定
し
た
の
か
に

つ
い
て
説
明
し
て
下
さ
い
。

要
求
す
る
シ
フ
ト
数
の
算
出
根
拠
を
記
述

し
て
下
さ
い
。

注
②
　
申
請
書
の
提
出
：

注
①
　
署
名
：

申
請
書
の
提
出
は
A
4版
４
頁
の
原
本
１
部
、
並
び
に
、
原
本
の

１
、
２
頁
を
表
面
に
、
ま
た
３
、
４
頁
を
裏
面
と
し
て
A
4版
１

枚
に
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
し
た
副
本
１
５
部
（
下
の
注
意
参
照
）

を
下
記
に
郵
送
し
て
下
さ
い
。

蛋
白
質
結
晶
構
造
解
析
用
の
様
式
で
５
頁
に
な
る
場
合
は
５
頁

目
を
同
様
に
縮
小
コ
ピ
ー
し
副
本
の
２
枚
目
と
し
て
添
付
し
て

下
さ
い
。

申
請
書
の
２
ペ
ー
ジ
目
に
あ
る
署
名
欄
に
は
必
ず
署
名
し
て
下

さ
い
。

67
9-
51
98

兵
庫
県
佐
用
郡
三
日
月
町
光
都
1-
1-
1

（
財
）
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
利
用
業
務
部

「
共
用
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
利
用
研
究
課
題
募
集
」
係

〒

必
要
が
あ
れ
ば
、
一
般
申
請
書
４
頁
の

12
-2
に
記
入
し
、
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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]

[3
]

天 地

天 地

・
・

＊
縮
小
両
面
コ
ピ
ー
す
る

　
場
合
の
注
意

表
面
と
裏
面
の
天
地
は

必
ず
同
一
方
向
に
し
て

下
さ
い
。

蛋
白
質
結
晶
構
造
解
析
用


